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大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
第
45
号
（
二
〇
〇
八
） 

  
 
 

璉
珹
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査 

 

要
旨 

 

璉
珹
寺
は
奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
、
平
安
時
代
に
紀
有
常
が
再
興
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
本
尊
は
女
人
裸
形
阿
弥
陀
仏
で
、
五
十
年
に
一
回
衣
替
え
を
す
る
時
に

公
開
し
た
秘
仏
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
璉
珹
寺
で
二
〇
〇
五
年
か
ら
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
と
日
本
文
化
史
学
科
の

共
同
事
業
で
、
璉
珹
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。 

 

調
査
は
現
在
古
文
書
調
査
と
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
古
文
書
調
査
は
住
職
下

間
家
に
伝
来
し
た
も
の
を
整
理
し
て
お
り
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
宗
教
史
に

つ
い
て
、
貴
重
な
資
料
が
多
数
見
出
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
璉
珹
寺
に
つ
い
て

の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
整
理
し
、
新
史
料
か
ら
下
間
頼
和
と
石
田
敬
起
に
つ
い
て
の

紹
介
を
行
っ
た
。 

 

ま
た
発
掘
調
査
で
は
奈
良
時
代
の
瓦
が
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
璉
珹
寺
が

奈
良
時
代
創
建
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。 

    

  

佐
久
間 

貴 

士 

長
谷
川 

伸 

三 

荒 

武 

賢
一
朗 

は
じ
め
に 

本
報
告
は
、
奈
良
市
紀
寺
西
町
四
五
に
あ
る
璉
珹
寺
（
紀
寺
）
で
実
施
し
て
い
る

総
合
学
術
調
査
の
中
間
報
告
で
あ
る
。 

 

こ
の
学
術
調
査
は
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
と
日
本
文
化
史
学
科

の
事
業
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
に
始
ま
り
、
毎
年
夏
休
み
に
実
施
し
て
き
た
。
二
〇

〇
六
・
二
〇
〇
七
年
度
は
本
大
学
の
特
別
研
究
助
成
費
の
交
付
を
う
け
た
。
ま
た
二

〇
〇
七
年
度
は
日
本
文
化
史
学
科
の
「
日
本
文
化
史
総
合
研
究
」
の
授
業
を
兼
ね
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

 

一 

総
合
学
術
調
査
の
経
緯
と
調
査
体
制 

璉
珹
寺
は
『
璉
珹
寺
縁
起
』
に
奈
良
時
代
、
行
基
菩
薩
の
創
建
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
平
安
時
代
に
は
い
っ
て
九
世
紀
に
紀
有
恒
が
再
興
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

宗
派
は
当
初
法
相
宗
、
後
に
浄
土
宗
と
な
り
、
江
戸
時
代
は
天
台
宗
、
昭
和
一
九
年

に
現
在
の
浄
土
真
宗
と
な
っ
た
。
本
尊
は
、
平
安
時
代
に
一
条
天
皇
の
皇
后
上
東
門

院
の
女
人
も
往
生
で
き
る
か
と
の
願
い
に
こ
た
え
て
、
恵
心
僧
都
が
作
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
裸
形
女
人
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
袴
の
取
替
え
が
五
十
年
に
一

回
行
わ
れ
、
そ
の
時
公
開
さ
れ
た
秘
仏
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
住
職
は
戦
国
時
代
、
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本
願
寺
の
武
将
を
務
め
、
江
戸
時
代
に
西
本
願
寺
の
有
力
な
坊
官
と
な
っ
た
下
間
家

で
あ
る
。 

璉
珹
寺
は
奈
良
時
代
に
は
広
大
な
敷
地
を
も
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
江

戸
時
代
の
絵
図
か
ら
も
か
な
り
広
い
敷
地
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

明
治
二
年
の
廃
仏
毀
釈
以
後
、二
十
石
の
寺
領
を
没
収
さ
れ
、
寺
地
も
縮
小
さ
れ
た
。

現
在
は
本
堂
と
庫
裏
、
庭
と
墓
地
が
あ
る
。
山
門
入
り
口
は
狭
い
が
、
中
は
意
外
と

広
い
。 

調
査
は
、
佐
久
間
が
二
〇
〇
四
年
に
女
人
阿
弥
陀
仏
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

お
り
、
下
間
景
甫
住
職
が
寺
の
歴
史
を
知
り
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
大
寺
で
あ
っ
た
璉
珹
寺
の
実
態
は
、
周
辺
の
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
総
合
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
た
ち
と
し
て
も
、
学
生
が
古
文
書
調
査
や
発
掘
調

査
が
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
た
の
で
、
総
合
調
査
を
了
承
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

調
査
内
容
は
古
文
書
調
査
・
発
掘
調
査
・
石
造
物
調
査
・
什
物
調
査
な
ど
で
、
こ

の
三
年
間
は
古
文
書
調
査
と
発
掘
調
査
を
主
に
行
っ
て
き
た
。
ま
た
什
物
調
査
で
は
、

徳
川
将
軍
家
の
位
牌
が
家
康
か
ら
家
茂
ま
で
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
な

ぜ
こ
の
寺
に
あ
る
の
か
謎
を
解
く
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
境
内
に
は
「
秀

信
大
明
神
」「
時
丸
大
明
神
」
の
石
碑
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
神
様
の
実
態
も
よ
く

わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
他
に
も
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
五
輪
塔
が
残
り
、
変

わ
っ
た
形
の
観
音
立
像
の
石
仏
が
あ
る
な
ど
、
大
変
興
味
深
い
文
化
財
が
多
数
残
っ

て
い
る
。
今
後
こ
う
し
た
文
化
財
の
調
査
も
行
う
予
定
で
あ
る
。 

調
査
組
織
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
璉
珹
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
団 

 

代
表 

 
 

佐
久
間
貴
士 

教
授 

 

考
古
学 

 

調
査
指
導 

長
谷
川
伸
三 

教
授 

 

近
世
史 

 
 
 
 
 
 

堀 

裕 
 
 

准
教
授 

古
代
史 

 
 
 
 
 
 
 
 

荒
武
賢
一
朗 

非
常
勤
講
師 

近
世
史 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
直
人 

 

非
常
勤
講
師 

中
世
史 

 
 
 

調
査
参
加
者 

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
学
生
・
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
な
ど

の
学
生
・
璉
珹
寺
友
の
会
・
歴
史
を
楽
し
む
会
・
地
域
住
民 

 

調
査
期
間
は
、 

 

 
 
 

第
一
次
調
査 

二
〇
〇
五
年
九
月
三
日
か
ら
一
四
日 

第
二
次
調
査 

二
〇
〇
六
年
八
月
二
八
日
か
ら
九
月
八
日 

第
三
次
調
査 

二
〇
〇
七
年
八
月
二
三
日
か
ら
九
月
七
日 

 

第
一
次
・
第
二
次
調
査
は
土
・
日
曜
日
を
休
日
に
し
て
、
実
働
十
日
。
第
三
次
調

査
は
八
月
三
〇
日
か
ら
九
月
二
日
を
集
中
講
義
の
た
め
休
日
と
し
、
実
働
十
一
日
で

あ
っ
た
。 

ま
た
二
〇
〇
六
年
度
よ
り
調
査
参
加
者
以
外
に
見
学
会
や
市
民
の
一
日
体
験
調
査

も
行
っ
た
。 

 

二 

文
献
に
見
る
近
世
の
璉
珹
寺 

 

近
代
か
ら
最
近
ま
で
の
地
名
辞
典
・
日
本
史
事
典
か
ら
璉
珹
寺
に
関
す
る
記
述
を

集
め
て
み
た
。
そ
の
な
か
で
参
考
に
な
る
も
の
を
な
る
べ
く
全
文
を
引
用
し
た
。
た
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だ
し
、
古
代
に
関
す
る
叙
述
と
ふ
り
が
な
の
多
く
を
省
略
し
た
。 

一 
吉
田
東
伍
著
『
大
日
本
地
名
辞
書
・
上
方
』（
冨
山
房
、
一
九
〇
七
年
、
第
二
版
） 

 

紀
寺 
キ
デ
ラ 

 

高
畠
の
西
南
を
紀
寺
郷
と
呼
ぶ
、
紀
寺
璉
珹
寺
あ
れ
ば
な
り
。
坊
目
考
云
、
紀
寺

縁
起
曰
、
行
基
菩
薩
開
基
、
号
璉
珹
寺
、
其
後
紀
有
常
為
再
興
、
仍
称
紀
寺
焉
云
々
、

（
中
略
）
当
寺
は
元
来
興
福
寺
末
な
り
し
、
近
代
誓
願
寺
（
浄
土
宗
）
門
徒
と
な
り
、

享
保
中
住
侶
罪
を
犯
し
一
寺
破
滅
す
。 

二 

日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
『
奈
良
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
） 

 
 

璉
珹
寺 

［
現
］
奈
良
市
西
紀
寺
町 

 

崇
道
神
社
の
西
南
に
所
在
。
常
行
山
と
号
し
浄
土
真
宗
遣
迎
院
派
。
本
尊
は
鎌
倉

時
代
の
裸
形
阿
弥
陀
像
で
平
常
は
着
物
を
ま
と
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
肘

塚
（
か
い
の
つ
か
）
村
・
法
華
寺
村
の
う
ち
に
二
〇
石
の
朱
印
地
を
与
え
ら
れ
て
い

た
が
、
「
庁
中
漫
録
」
所
収
の
徳
川
家
康
朱
印
状
は
次
の
と
お
り
。 

 
 

和
州
連
城
寺
之
事
為
興
隆
於
添
上
郡
肘
塚
村
・
法
華
寺
村
之
内
二
十
石
永
寄
附 

 
 

之
寺
中
竹
木
進
止
不
可
有
相
違
可
専
坊
舎
修
造
抽
祈
祷
精
誠
者
也 

 
 
 
 
 
 

慶
長
七
年
壬
寅
八
月
五
日 

 
 

（
朱
印
） 

 

「
奈
良
坊
目
拙
解
」
に
は
「
本
名
紀
寺 

在
於
東
側
南
端
、
寺
領
廿
石 

浄
土
宗 

 

先
規
誓
願
寺
末
寺
、
近
世
天
台
宗
京
大
仏
養
源
院
末
寺
也
」
な
ど
と
み
え
、
現
高

市
郡
明
日
香
村
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
紀
寺
の
別
院
と
し
て
い
る
。
脇
侍
の
木

像
観
音
菩
薩
立
像
は
藤
原
時
代
、
木
像
勢
至
菩
薩
立
像
は
室
町
時
代
の
作
で
い
ず
れ

も
国
重
要
文
化
財
。 

三 

『
国
史
大
辞
典
』
一
四
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
） 

れ
ん
じ
ょ
う
じ 

璉
城
寺 

 

奈
良
市
西
紀
寺
町
に
あ
る
寺
院
。
正
し
く
は
璉
珹
寺
と
書
く
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
行

基
の
開
基
と
い
わ
れ
、
の
ち
紀
有
常
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
の
で
紀
寺
（
き
で
ら
）

と
も
い
う
。
ま
た
一
説
に
は
、
天
智
・
天
武
天
皇
の
と
き
、
百
済
や
高
麗
の
訳
語
に

た
ず
さ
わ
っ
た
渡
来
人
が
、
こ
の
地
に
紀
氏
を
檀
越
と
し
て
一
寺
を
創
建
し
た
も
の

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
近
世
、
浄
土
宗
、
京
都
誓
願
寺
末
寺
で
、
寺
領
二
十
石
を
う

け
た
が
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
法
相
宗
興
福
寺
と
浄
土
宗
誓
願
寺
と
の
間
に
こ

の
寺
を
め
ぐ
る
本
末
争
論
が
生
じ
、
寺
領
は
没
収
さ
れ
た
。
以
後
天
台
宗
に
改
め
、

同
十
四
年
に
本
堂
を
再
興
し
た
。
現
在
浄
土
真
宗
遣
迎
院
派
に
属
し
て
い
る
。
本
尊

は
裸
形
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
で
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
。
ほ
か
に
重
要
文
化
財
指
定

の
観
音
・
勢
至
両
菩
薩
立
像
が
あ
る
。
［
大
矢
良
哲
］ 

四 

『
日
本
歴
史
大
事
典
』
一
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
） 

紀
寺 

き
で
ら 

 

奈
良
市
西
紀
寺
町
に
あ
る
浄
土
真
宗
の
寺
院
。
遣
迎
院
流
。
璉
城
寺
と
も
い
う
。

古
代
の
紀
寺
に
由
来
す
る
。
山
号
は
常
光
山
。
本
尊
は
鎌
倉
時
代
の
裸
形
の
阿
弥
陀

如
来
像
。
天
平
年
間
（
七
二
九
～
七
四
九
）
に
聖
武
天
皇
の
勅
願
で
行
基
が
開
基
、

紀
有
常
が
八
六
六
年
（
貞
観
八
）
頃
に
再
興
と
さ
れ
る
。
一
七
三
五
年
（
享
保
二
〇
）

成
立
の
「
奈
良
坊
目
拙
解
」
で
は
高
市
郡
明
日
香
村
の
紀
寺
の
別
院
で
、
石
高
二
〇

石
、
浄
土
宗
の
誓
願
寺
末
寺
か
ら
天
台
宗
の
京
大
仏
養
源
院
末
寺
に
な
っ
た
と
す
る
。

脇
侍
の
観
音
菩
薩
立
像
は
平
安
時
代
、
勢
至
菩
薩
像
は
室
町
時
代
の
作
で
い
ず
れ
も

重
文
。
［
吉
井
敏
幸
］ 
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近
世
の
璉
珹
寺
に
つ
い
て
、
以
上
の
文
献
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。 

ま
ず
所
在
地
は
古
代
の
紀
寺
の
広
大
な
境
内
の
一
画
と
み
ら
れ
る
。
平
城
京
左
京
五

条
七
坊
に
あ
た
る
。
崇
道
神
社
の
西
南
に
隣
接
し
て
い
る
。 

 

近
世
初
頭
に
幕
府
か
ら
二
〇
石
の
朱
印
地
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
朱
印
地
と
は
、

将
軍
の
朱
印
状
に
よ
っ
て
年
貢
・
諸
役
の
徴
収
を
認
め
ら
れ
た
寺
社
領
の
こ
と
で
あ

る
。
将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
前
将
軍
の
朱
印
状
を
示
し
て
所
領
の
確
認
を
う
け
た

（『
ワ
イ
ド
版
角
川
新
版
日
本
史
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
）
。
ち
な
み
に
現

在
璉
珹
寺
に
歴
代
徳
川
将
軍
の
位
牌
が
置
か
れ
て
い
る
（
初
代
家
康
か
ら
一
四
代
家

茂
ま
で
、
数
代
を
合
わ
せ
た
も
の
も
あ
り
、
合
計
七
基
）
。 

 

資
料
二
に
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
八
月
五
日
付
の
徳
川
家
康
よ
り
交
付
さ
れ

た
朱
印
状
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
朱
印
地
は
法
華
寺
村
に
一
三
・
四
七
石
、
肘
塚
村

に
六
・
五
二
五
石
、
合
わ
せ
て
約
二
〇
石
と
な
る
。
法
華
寺
村
（
ほ
っ
け
じ
む
ら
）

は
平
城
宮
の
東
に
位
置
し
、
法
華
寺
が
あ
る
。
近
世
で
は
「
法
花
寺
村
」
か
「
法
ケ

寺
村
」
と
書
か
れ
る
。
元
禄
郷
帳
で
は
村
高
一
一
八
一
・
九
九
一
石
で
、
所
領
関
係

は
、
春
日
衆
徒
領
三
八
〇
石
・
法
花
寺
領
二
二
〇
石
・
海
龍
王
寺
領
一
〇
〇
石
、
ほ

か
「
南
都
寺
々
并
屋
敷
共
」
で
四
八
一
石
余
で
あ
る
。
璉
珹
寺
領
は
こ
の
一
部
で
、

一
三
・
四
七
石
で
あ
る
。
こ
の
村
は
全
村
寺
社
領
で
、
し
か
も
多
く
の
領
主
に
よ
っ

て
細
分
さ
れ
て
い
た
（
『
奈
良
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
。 

 

肘
塚
村
は
奈
良
の
市
街
の
南
縁
部
、
中
辻
町
の
南
に
所
在
す
る
。「
か
い
の
つ
か
む

ら
」
ま
た
は
「
か
い
な
づ
か
む
ら
」
と
呼
ば
れ
、「
貝
塚
村
」
と
も
書
か
れ
る
。
慶
長

郷
帳
で
は
、
村
高
二
三
二
・
一
二
二
石
、
南
都
一
三
ヵ
寺
の
朱
印
地
と
し
て
細
分
さ

れ
て
い
た
。
璉
珹
寺
領
は
六
・
五
二
五
石
で
あ
る
。
地
名
の
起
り
と
さ
れ
る
肘
塚
（
か

い
な
づ
か
）
は
、
奈
良
時
代
の
僧
玄
昉
（
げ
ん
ぼ
う
）
が
築
紫
国
で
憤
死
し
、
そ
の

遺
骸
が
飛
来
し
て
肘
（
ひ
じ
）
の
落
ち
た
と
こ
ろ
に
塚
を
造
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
『
奈

良
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
。 

 

資
料
三
に
よ
る
と
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
法
相
宗
興
福
寺
（
奈
良
）
と
浄
土

宗
誓
願
寺
（
京
都
）
と
の
間
に
璉
珹
寺
を
め
ぐ
る
本
末
争
論
が
生
じ
、
寺
領
は
没
収

さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
、『
改
訂 

大
和
志
料
・
上
巻
』
（
天
理
時
報

社
、
一
九
四
四
年
四
一
一
頁
）
に
次
の
記
述
が
あ
る
。 

 

坊
目
考
曰 

当
寺
領
二
十
石
。
当
寺
（
分
注
略
す
）
ハ
元
来
興
福
寺
末
な
り
、

中
世
已
後
誓
願
寺
門
徒
末
寺
と
成
る
。
享
保
年
住
僧
乱
行
に
し
て
寺
産
什
物
等

を
忍
辱
山
来
迎
寺
へ
売
て
真
言
宗
に
改
宗
せ
ん
と
欲
す
、
本
寺
誓
願
寺
よ
り
之

ヲ
止
ム
、
元
来 

興
福
寺
末
寺
た
る
を
以
て
興
福
寺
と
誓
願
寺
と
争
論
に
及
ん 

て
享
保
八
卯
年
十
二
月
御
朱
印
御
取
上
無
知
行
寺
と
な
る
、
可
惜（

憎

の力
）

悪
僧
は
一 

旦
亡
命
逐
電
す
と
い
へ
と
も
、
終
に
京
都
に
於
て
禁
獄
の
上
追
放
せ
ら
る
。 

 

そ
の
後
天
台
宗
の
京
大
仏
養
源
院
末
寺
に
な
っ
た
。
享
保
十
四
年
に
本
堂
を
再
興

し
た
。
璉
珹
寺
伝
来
の
古
文
書
の
調
査
に
よ
り
、
近
世
の
璉
珹
寺
の
姿
を
よ
り
明
ら

か
に
す
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。 

 

三 

古
文
書
整
理
作
業
の
状
況
と
史
料
紹
介 

 
璉
珹
寺
所
蔵
古
文
書
は
、
同
寺
に
伝
来
し
て
き
た
「
璉
珹
寺
文
書
」
と
、
住
職
家

に
よ
っ
て
保
存
・
管
理
さ
れ
て
き
た
「
下
間
家
文
書
」
の
二
つ
の
史
料
群
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
点
数
で
は
後
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
今
回
の
古
文
書
調
査
に
お
い
て

も
全
貌
を
把
握
す
る
見
地
か
ら
、
下
間
家
文
書
を
中
心
に
作
業
を
進
め
て
い
る
。
以
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下
、
整
理
作
業
の
進
捗
状
況
と
、
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
い
く
つ
か
の
重

要
史
料
を
紹
介
し
た
い
。 

 

調
査
の
初
発
か
ら
保
存
状
況
に
し
た
が
い
、
下
間
家
文
書
を
一
～
四
に
分
類
し
、

一
点
ず
つ
詳
細
な
内
容
調
書
を
作
成
、
ま
た
同
時
に
今
後
の
良
好
な
保
存
状
態
を
確

保
す
る
た
め
、
こ
ち
ら
も
一
点
ず
つ
中
性
紙
封
筒
へ
の
袋
詰
め
作
業
（
袋
詰
め
を
終

え
た
文
書
は
保
存
用
文
書
箱
へ
収
納
）
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
調
書
作
成

を
終
え
た
の
は
全
体
の
半
分
程
度
で
、
今
後
は
残
り
の
作
業
と
と
も
に
、
文
書
目
録

化
、
お
よ
び
下
間
家
文
書
の
具
体
的
分
析
を
順
次
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

【
二
〇
〇
七
年
九
月
調
査
終
了
時
の
確
認
点
数
】 

＊
時
期
的
に
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
文
書
が
中
心
で
あ
る
。 

・
「
下
間
家
一
」
…
約
六
〇
点 

・
「
下
間
家
二
」
…
玄
恵
師
関
係
（
一
七
一
点
）
、
山
崎
書
類
（
七
五
点
）
、
永
野

書
類
（
三
一
点
）
、
そ
の
他
（
八
二
点
） 

・
「
下
間
家
三
」
…
（
未
着
手
） 

・
「
下
間
家
四
」
…
約
三
〇
〇
点 

  

下
間
家
は
代
々
本
願
寺
門
主
の
側
近
と
し
て
仕
え
、
江
戸
時
代
前
期
の
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
以
降
は
「
坊
官
」
と
い
う
職
掌
を
得
て
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西

本
願
寺
）
に
お
い
て
末
寺
の
統
轄
、
末
寺
・
門
徒
か
ら
本
山
へ
の
上
申
の
取
り
扱
い
、

そ
し
て
朝
廷
・
幕
府
・
諸
大
名
家
と
の
関
係
作
り
な
ど
宗
派
運
営
の
中
枢
を
担
っ
た
。

坊
官
は
定
員
三
名
（
一
時
期
四
名
）
で
、
い
ず
れ
も
下
間
氏
一
門
か
ら
選
出
さ
れ
、

当
初
は
刑
部 

家
・
少
進
家
・
宮
内 

家
の
三
家
（
「
下
間
三
家
」
と
称
さ
れ
る
）

に
よ
り
、
そ
の
後
は
別
家
し
た
大
進
家
・
大
弐
家
・
兵
部 

家
を
加
え
六
家
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
。
現
在
、
璉
珹
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
下
間
家
文
書
は
刑
部 

家
・

大
進
家
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

次
に
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
重
要
史
料
の
紹
介
を
し
て
お
こ
う
。 

①
由
緒
・
親
族
書
関
係 

― 

十
九
世
・
頼
和
に
つ
い
て 

― 

 

下
間
家
文
書
に
は
家
祖
宗
重
（
兵
庫
頭
、
通
称
蓮
位
坊
、
由
緒
で
は
清
和
天
皇
、

源
頼
政
の
子
孫
と
記
す
）
か
ら
始
ま
る
同
家
の
由
緒
書
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、

と
り
わ
け
多
く
の
関
係
史
料
を
有
し
て
い
る
の
は
、
下
間
刑
部 

頼
和
に
つ
い
て
の

も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
「
由
緒
并
親
族
書
」

と
「
松
平
大
蔵
続
書
」
に
よ
れ
ば
、
頼
和
は
松
平
大
隅
守
乗
友
（
三
河
国
奥
殿
藩
一

万
六
千
石
の
大
名
）
の
九
男
と
し
て
生
を
受
け
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
二
月
、

十
九
歳
の
と
き
に
住
み
慣
れ
た
江
戸
を
あ
と
に
、
下
間
大
進
家
の
養
子
と
し
て
京
都

へ
向
か
う
。
先
代
の
大
進
は
死
去
し
た
ば
か
り
で
、
ひ
と
ま
ず
民
部 

家
に
身
を
寄

せ
、
下
間
大
蔵
を
名
乗
り
、
宗
主
御
目
見
な
ど
の
儀
式
を
お
こ
な
っ
た
。
同
六
年
九

月
に
「
大
輔
頼
和
」
、
同
八
年
九
月
に
は
「
刑
部 

頼
和
」
に
改
名
し
、
翌
年
の
門

主
大
坂
下
向
に
も
同
行
し
た
。
頼
和
は
十
四
人
（
六
男
八
女
）
の
子
宝
に
恵
ま
れ
、

家
督
を
相
続
す
る
頼
恭
の
ほ
か
、
男
子
は
肥
前
国
平
戸
・
光
明
寺
、
近
江
国
大
溝
・

勝
安
寺
、
有
栖
川
宮
家
侍
従
・
嶋
岡
家
の
養
子
と
な
り
、
女
子
は
幕
府
代
官
・
角
倉

家
、
安
芸
国
広
島
・
光
福
寺
、
飛
騨
国
古
川
・
真
宗
寺
な
ど
へ
嫁
い
だ
。
頼
和
自
身

も
武
家
の
出
身
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
子
供
た
ち
も
宗
派
内
の
み
な
ら
ず
、
朝
廷
や
幕

府
関
係
へ
縁
を
持
っ
た
こ
と
は
下
間
家
の
坊
官
と
し
て
の
幅
広
い
人
的
諸
関
係
を
裏

付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。 
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②
石
田
敬
起
（
大
根
屋
小
右
衛
門
）
と
の
関
係 

 
家
政
・
一
門
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
坊
官
の
地
位
に
あ
っ
た
下
間
家
に
は
西
本

願
寺
に
関
す
る
諸
文
書
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
文
政
十
一
年
（
一

八
二
八
）
の
「
広
如
上
人
（
当
時
の
門
主
）
御
書
之
写
」
や
、
幕
末
期
の
京
都
を
舞

台
に
し
て
起
こ
る
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
十
八
日
の
政
変
を
西
本
願
寺
の
立

場
か
ら
綴
っ
た
「
夢
物
語
」
な
ど
、
日
本
近
世
仏
教
史
、
政
治
史
研
究
に
も
関
わ
る

一
級
史
料
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
深
め
る
べ
き
課
題
と
し
て
他
日

を
期
し
た
い
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
西
本
願
寺
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
・
石
田
敬
起

（
大
根
屋
小
右
衛
門
）
と
の
関
係
を
示
す
「
石
田
小
右
衛
門
出
播
に
つ
き
書
状
」
の

内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

石
田
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
摂
津
国
豊
島
郡
東
市
場
村
（
現
在
の
大
阪
府

池
田
市
）
の
岸
上
家
に
生
ま
れ
、
大
坂
天
満
に
あ
っ
た
寒
天
仕
入
問
屋
「
大
根
屋
」

の
婿
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
根
屋
が
本
業
の
ほ
か
に
大
名
貸
し

と
呼
ば
れ
る
領
主
向
け
金
融
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
諸
大
名
家
の
財
政
再

建
請
負
人
と
し
て
の
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
一
方
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に

第
二
十
世
門
主
と
な
っ
た
広
如
は
、
金
六
十
万
両
に
も
の
ぼ
る
借
財
の
返
済
を
お
こ

な
う
べ
く
外
部
か
ら
財
政
通
の
人
材
を
招
く
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
こ
で
石
田
が

候
補
と
し
て
浮
上
し
、
広
如
は
文
政
十
三
年
十
月
に
下
間
刑
部 

頼
和
を
交
渉
人
と

し
て
大
坂
の
石
田
宅
へ
派
遣
す
る
。
拒
否
す
る
石
田
に
対
し
て
頼
和
は
粘
り
強
く
説

得
を
続
け
、
結
果
そ
れ
が
功
を
奏
し
翌
月
に
石
田
は
西
本
願
寺
で
広
如
と
対
面
、
財

政
改
革
を
受
諾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
就
任
か
ら
五
年
の
間
に
十
五
万
両
を
返

済
し
、
宗
派
最
大
の
危
機
を
乗
り
切
り
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
隠
居
す
る
ま

で
西
本
願
寺
の
家
臣
と
し
て
財
政
方
を
担
っ
た
。 

 

さ
き
に
示
し
た
「
書
状
」
は
年
月
日
、
作
成
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
石
田
が
西
本

願
寺
の
財
政
改
革
に
関
わ
っ
て
い
た
時
期
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
同
寺
で

財
政
再
建
策
を
実
施
し
て
い
る
最
中
、
播
磨
国
山
崎
藩
本
多
家
（
所
領
一
万
石
）
か

ら
広
如
宛
て
に
、
藩
財
政
再
建
の
た
め
石
田
に
協
力
を
得
た
い
と
の
要
請
が
届
き
、

そ
れ
に
応
じ
て
石
田
が
播
磨
に
出
向
く
（
史
料
中
で
は
「
出
播
」
と
表
記
）
こ
と
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
が
璉
珹
寺
所
蔵
古
文
書
調
査
の
進
捗
状
況
と
、
こ
れ
ま
で
に
存
在
が
確
認
さ

れ
た
史
料
の
紹
介
で
あ
る
が
、
仏
教
史
を
中
心
に
広
く
日
本
近
世
・
近
代
史
研
究
に

寄
与
す
る
貴
重
な
史
料
群
と
し
て
、
今
後
も
全
容
解
明
に
努
力
し
た
い
。 

参
考
文
献 

（
１
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
『
本
願
寺
史
』
第
二
巻
、
一
九
六
八
年 

（
２
）
柏
原
祐
泉
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
十
一
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
五
年 

（
３
）
名
畑
崇
『
本
願
寺
の
歴
史
』
法
蔵
館
、
一
九
八
七
年 

（
４
）
中
川
す
が
ね
『
大
坂
両
替
商
の
金
融
と
社
会
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年 

（
５
）
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
『
開
館
二
五
周
年
記
念
特
別
展
図
録 

な
に
わ
の
ス
ー
パ

ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
―
大
根
屋
小
右
衛
門
の
財
政
改
革
―
』
二
〇
〇
五
年 

 
四 
発
掘
調
査
の
概
要 

 

第
一
次
調
査
は
本
堂
裏
側
（
東
側
）
の
庭
に
二
ｍ
四
方
の
第
１
区
と
東
西
二
ｍ
、

南
北
一
．
五
ｍ
の
第
２
区
を
設
定
し
た
。
第
二
次
調
査
は
、
東
側
の
敷
地
境
の
六
十

か
ら
七
十
ｃ
ｍ
高
く
な
っ
て
い
る
地
点
に
東
西
四
ｍ
、
南
北
三
ｍ
の
第
３
区
を
設
定
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し
た
。
東
南
隅
は
土
層
図
を
取
る
た
め
一
ｍ
四
方
拡
張
し
た
。
第
二
次
調
査
で
は
、

第
３
区
を
完
掘
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
第
三
次
調
査
で
は
、
第
３
区
を
継
続
し
て
調

査
し
た
（
１
図
）
。
東
側
は
約
一
ｍ
拡
張
し
た
の
で
、
東
西
は
五
ｍ
と
な
っ
た
。 

                   

 

（
ａ
）
調
査
区
の
状
況 

第
１
区 

 

層
位
は
第
１
層
は
表
土
（
厚
さ
十
五
ｃ
ｍ
）
、
第
２
層
は
灰
黄
色
粘
土
質
土(

厚
さ

二
十
ｃ
ｍ)

。
第
２
層
か
ら
奈
良
時
代
の
平
瓦
１
点
、
土
師
皿
１
点
が
出
土
し
た
。
中

世
の
堆
積
層
と
判
断
し
た
。
そ
の
下
が
地
山
で
、
地
表
下
三
五
ｃ
ｍ
と
、
浅
い
位
置

で
検
出
さ
れ
た
。
西
側
半
分
は
昭
和
（
戦
前)

の
ご
み
穴
で
、
深
さ
は
地
表
か
ら
四
十

ｃ
ｍ
で
あ
っ
た
。 

第
２
区 

 

深
さ
五
十
ｃ
ｍ
ま
で
掘
削
し
た
が
、
全
体
が
昭
和
（
戦
前
）
の
ご
み
穴
で
あ
っ
た

の
で
、
途
中
で
掘
下
げ
を
中
止
し
た
。 

第
３
区
（
写
真
１
） 

 

東
側
敷
地
境
は
本
堂
敷
地
よ
り
六
十
か
ら
七
十
ｃ
ｍ
南
北
に
高
く
な
っ
て
お
り
、

新
し
い
墓
地
の
予
定
地
と
な
っ
て
い
る
。
北
側
は
墓
地
の
予
定
を
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
、
こ
こ
に
第
３
区
を
設
定
し
た
。
層
位
は
大
部
分
が
明
治
以
降
の
盛
土
で
、

厚
さ
七
十
か
ら
九
十
ｃ
ｍ
あ
っ
た
。
そ
の
下
に
灰
青
色
砂
質
土
が
あ
り
、
厚
さ
十
か

ら
二
十
ｃ
ｍ
。
室
町
時
代
の
堆
積
層
で
あ
る
。
こ
の
堆
積
層
の
上
面
に
近
代
の
ご
み

穴
が
三
ヶ
所
あ
っ
た
。 

調
査
区
西
側
は
、
幅
一
ｍ
に
わ
た
っ
て
十
ｃ
ｍ
ほ
ど
地
山
面
が
な
だ
ら
か
に
さ
が

っ
て
お
り
、
大
量
の
中
世
遺
物
を
出
土
し
た
。
中
世
の
南
北
溝
の
可
能
性
が
あ
る
。

堆
積
の
時
期
は
室
町
時
代
で
あ
る
。 
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写
真
１ 

第
３
区
調
査
状
況 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写
真
２ 

蓮
華
文
軒
丸
瓦 

           

（
ｂ
）
遺
物 

出
土
遺
物
の
量
は
第
１
区
コ
ン
テ
ナ
一
箱
、
第
２
区
コ
ン
テ
ナ
二
箱
、
第
３
区
コ

ン
テ
ナ
二
十
五
箱
で
あ
る
。
と
り
わ
け
第
３
区
の
盛
土
か
ら
多
量
の
遺
物
が
出
土
し

た
。
こ
の
盛
土
は
東
側
に
あ
っ
た
土
塀
を
崩
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
大
き
く
二
層

に
分
か
れ
る
。
明
治
・
大
正
期
に
一
回
、
昭
和
（
戦
後
）
に
一
回
土
塀
が
崩
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。 

第
３
区
の
中
世
堆
積
層
か
ら
は
奈
良
時
代
・
鎌
倉
時
代
・
室
町
時
代
の
瓦
や
陶
磁

器
・
瓦
器
・
土
師
器
が
多
量
に
出
土
し
た
。 

 

第
３
区
の
遺
物
は
ま
だ
未
整
理
だ
が
、
遺
物
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

古
墳
時
代 

須
恵
器 

奈
良
時
代 

瓦
、
土
師
器 

平
安
時
代 

瓦 

鎌
倉
時
代 

瓦
・
白
磁
・
陶
器
・
瓦
器
・
土
師
器 

室
町
時
代 

瓦
・
青
磁
・
陶
器
・
土
師
器
・
硯
（「
赤
間
関
」
の
線
刻
が
あ
る
） 

江
戸
時
代 

瓦
・
陶
磁
器
・
土
師
器 

近
代 

 
 

瓦
・
陶
磁
器 

 

（
ｃ
）
ま
と
め 

 
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の
瓦
が
多
量
に
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
璉

珹
寺
が
『
縁
起
』
に
あ
る
通
り
奈
良
時
代
創
建
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
た

だ
軒
瓦
が
出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
奈
良
時
代
の
い
つ
か
は
不
明
で
あ
る
。
璉
珹
寺

に
は
か
っ
て
敷
地
内
で
出
土
し
た
蓮
華
文
軒
丸
瓦
が
伝
わ
っ
て
い
る(

写
真
２)

。 
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平
安
時
代
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
鎌
倉
時
代
・
室
町
時
代
の
軒
平
瓦
・
軒
丸
瓦

が
出
土
し
て
お
り
、
中
世
に
も
法
灯
を
連
綿
と
し
て
守
り
続
け
て
き
た
と
い
え
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

璉
珹
寺
の
総
合
調
査
が
三
年
続
い
た
。
調
査
成
果
も
少
し
ず
つ
あ
が
っ
て
い
る
。

な
に
よ
り
も
学
生
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
が
楽
し
い
。 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
璉
珹
寺
下
間
景
甫
住
職
の
お
蔭
と
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
昼
食

の
調
理
や
お
や
つ
の
段
取
り
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
い
思
い
で

あ
る
。
ま
た
璉
珹
寺
友
の
会
や
地
域
住
民
の
方
々
に
は
、
調
査
の
協
力
の
み
な
ら
ず
、

調
理
の
手
伝
い
や
差
入
れ
な
ど
し
て
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 （
付
記
） 

執
筆
分
担
は
、
は
じ
め
に
・
一
節
・
四
節
・
お
わ
り
に
が
佐
久
間
、
二
節
が
長
谷

川
、
三
節
が
荒
武
で
す
。 

 


